
切

が

破

六

)

十

一

月

十

七

日

、

名

を

茂

四

郎

と

改

め

て

い

る

。

ご

八

四

三

)

六

一

九

四

月

廿

九

日

、

親

茂

四

郎

病

気

に

て

家

名

相

続

、

門

松

・

|

ル

が

夫

首

字

御

免

と

な

り

、

同

年

七

月

廿

二

日

善

四

郎

と

名

と

い

う

帳

簿

に

は

、

を

替

え

て

い

る

。

五

人

扶

持

で

あ

る

。

井
藩
か
ら
扶
持
米
を
も
ら
っ
て
い
る
町
人
、
い
わ
ゆ
る
⑤
多
国
甚
太
郎
は
、
明
治
元
年
(
一
八
六
八
)
十

豪
商
に
つ
い
て
の
記
録
が
あ
る
。
こ
の
本
は
江
戸
中
二
月
十
七
日
、
親
善
四
郎
病
身
に
つ
き
代
替
り
を
し

期
以
後
の
記
録
な
の
で
、
古
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
て
い
る
。
五
人
扶
持
で
あ
る
。

館
が
、
中
期
以
後
の
米
屋
家
に
つ
い
て
五
人
の
名
が
記
こ
の
資
料
で
知
り
う
る
限
り
、
善
四
郎
と
い
う
名

し
て
あ
る
。
①
米
屋
善
四
郎
②
米
屋
万
助
③
米
や
事
は
、
ほ
ぽ
代
々
世
襲
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
多
目

て
多
田
善
四
郎
④
多
国
万
吉
⑤
多
田
甚
太
郎
。
と
い
う
姓
は
、
文
化
元
年
十
一
月
廿
九
日
名
字
御
免

れ
①
米
屋
善
四
郎
は
、
宝
暦
十
一
年
(
一
七
六
ご
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
同
年
十
二
月
七
日
多
国
と
改

六
月
十
一
日
、
御
札
所
元
〆
役
出
精
に
つ
き
三
人
扶
姓
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
米
屋
と
い
う
屋
号
を
姓

し

く

ま

持

を

も

ら

っ

て

い

る

。

と

し

て

用

い

て

い

た

の

で

あ

る

。

祖

先

が

多

国

氏

な

考
②
米
屋
万
助
は
、
天
明
五
年
(
一
七
八
五
)
四
月
の
で
、
名
字
を
許
さ
れ
た
機
会
に
祖
先
の
姓
を
も
っ

廿
五
日
、
親
善
四
郎
の
跡
を
継
ぎ
、
御
札
所
元
〆
役
て
新
し
い
姓
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
三
人
扶
持
を
も
ら
っ
て
い
る
。
祖
先
の
姓
が
多
目
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
商
人
と
し

も
③
米
や
事
多
田
善
四
郎
は
、
文
化
元
年
ご
八

O

て
の
米
屋
家
が
、
多
国
と
い
う
名
字
を
名
乗
る
こ
と

六
)
十
一
月
廿
九
日
、
脇
指
御
免
、
年
始
門
松
御
免
、
と
は
別
で
あ
る
。
本
家
の
多
国
家
自
体
が
、
祖
先
の

名
字
御
免
に
な
り
、
同
年
十
二
月
七
日
名
字
を
多
国
姓
は
源
で
あ
る
の
に
、
源
と
は
名
乗
ら
ず
、
多
国
と

、
と
改
め
て
い
る
。
な
お
彼
は
、
そ
の
後
だ
ん
だ
ん
扶
称
し
て
い
た
。
そ
の
ま
た
分
家
が
、
商
人
で
あ
る
た

持
が
ふ
え
、
文
政
十
一
年
(
一
八
二
八
)
八
月
廿
九
め
、
多
国
と
名
乗
れ
ず
、
米
屋
と
い
う
屋
号
を
用
い

に
は
十
人
扶
持
に
な
っ
た
。
天
保
七
年
(
一
八
三
て
い
た
の
で
あ
る
。
歌
人
と
し
て
有
名
な
橘
曙
覧
の

多
国
善
四
郎
の
こ
と

杉

原

丈
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本
家
は
橘
姓
で
あ
る
が
、
分
家
で
あ
る
彼
の
家
は
正

玄
を
姓
と
し
て
い
た
例
が
あ
る
。

な
お
寸
米
五
家
の
沿
草
」
に
よ
れ
ば
、
米
五
の
本

家
た
る
米
屋
の
初
代
は
善
右
衛
門
景
連
、
法
名
浄
心
、

寛
永
十
二
年
(
一
六
三
五
)
没
。
二
代
目
は
法
名
浄

教
、
天
和
二
年
(
一
六
八
二
)
没
で
あ
る
。
分
家
の

米
五
も
代
々
米
屋
を
名
字
と
し
、
明
治
に
な
っ
て
多

国
と
名
乗
っ
て
い
る
。
本
家
米
屋
は
明
治
十
四
年
ご

ろ
没
落
し
て
い
る
。

き
て
問
題
は
、
馬
鹿
ば
や
し
の
創
始
者
は
だ
れ
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
旭
区
史
」
は
、
多
国
善
四

郎
が
伝
授
し
た
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
説
は

近
年
の
新
説
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
が
以
前
か
ら
聞

い
て
い
る
の
は
、
米
屋
善
四
郎
が
馬
鹿
ば
や
し
の
面

を
寄
附
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
馬
鹿
ば
や
し
そ

の
も
の
は
民
間
芸
能
で
あ
っ
て
、
起
源
は
も
っ
と
古

い
の
で
は
な
か
ろ
、
7
か。

面
を
寄
附
し
た
米
屋
善
四
郎
は
何
代
自
の
善
四
郎

で
、
そ
れ
が
何
年
で
あ
っ
た
か
、
い
っ
さ
い
不
明
で

あ
る
。以

上
簡
単
で
あ
る
が
、
前
号
の
三
田
村
保
正
氏
の

玉
稿
へ
の
附
記
と
す
る
。
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